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•免疫・膠原病内科を志すまで

•後期研修を振り返って

•内科新専⾨医制度（初年度）を経験して

•私が思う免疫・膠原病内科のおもしろさ

outline



•学部⽣時代のイメージ

免疫・膠原病内科を志すまで

膠原病︖
︖

治療ってステロイド︖
レポート課題が⼤変・・

原因も不明だし、難しそう

優秀な⼈
しかでき

なさそう

⽿⿐科志望



免疫・膠原病内科を志すまで

初期研修 後期研修

１年⽬ ２年⽬ ３年⽬ ４年⽬ ５年⽬

関⻄電⼒病院 京⼤病院 京⼤病院 倉敷中央病院



免疫・膠原病内科を志すまで
初期研修

１年⽬ ２年⽬
関⻄電⼒病院 京⼤病院

内科・・
ピンとこない・・
（⽿⿐科志望）

内科の治療、
おもしろいかも・・

（⾎液内科の上級医に）
「⾎内ちゃう︖

それか、膠原病ちゃう︖」
と⾔われる

免疫・膠原病科の研修

免疫・膠原病科
志望に



後期研修を振り返って

初期研修 後期研修

１年⽬ ２年⽬ ３年⽬ ４年⽬ ５年⽬

関⻄電⼒病院 京⼤病院 京⼤病院 倉敷中央病院

新専⾨医制度に則り, 他の内科での研修も⾏いました
専⾨科研修では, 基本的には⼊院診療を学びました



後期研修を振り返って

• 合併症の多い症例, 病歴の⻑い症例

• 他院からの重症・難治例の紹介・転院

• 指導医の数が多い

• 各診療科が最先端の医療を⾏っている

⼤学病院 市中病院

• オーソドックスな症例（⾼齢者多め）

• 専⾨外来を経験できる

• 指導医や他科, コメディカルと距離が近い

• コモンな救急症例を経験できる



倉敷中央病院 内分泌代謝・リウマチ内科



⽇常業務（⼊院診療）疾患頻度（2019年度）

倉敷中央病院 診療科紹介スライドより引⽤, ⼀部改変



関節エコー⼿技の習得



学会活動等
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Tanaka N, et al. Mod Rheumatol. 2021. (Epub ahead of print)



内科新専⾨医制度（初年度）を経験して

ü 病歴要約はなかなかに重労働です（涙）

ü 初期研修の症例で使えそうなものは、早めに

ピックアップしておくのが吉︕

ü 講習会などは, 確実に受講しておきましょう…

ü 半年ごとに施設が変わるのはなかなか⼤変かも︖



私の思う、免疫・膠原病内科のおもしろさ

ü 患者さんのライフステージに寄り添った診療ができる

ü 同じ疾患でも, 臨床像がそれぞれの患者さんで多種多様

ü 免疫抑制薬の使⽤・新しい薬が次々に登場している

ü （疾患によっては）意外と⾝近だけれど専⾨性が⾼い

ü 多診療科との連携



2021年4⽉より⼤学院へ進学しました。


